
一

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察
︵
髙
木
︶

　
　

は
じ
め
に

　

平
成
二
十
二
年
三
月
、
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
第
49
集
﹁
新
井

︵
侊
︶家
文
書
目
録
︵
１
︶﹂
が
刊
行
さ
れ
た
。
武
蔵
国
横
見
郡
久
保
田
村
の
新
井

︵
侊
︶家
文
書
は
、
慶
長
初
期
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
一
万
一
三
八
三
点
に
及
ぶ
、

﹁
名
主
文
書
﹂
で
あ
る
。
同
家
文
書
の
特
色
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
筆
者
は
久

保
田
村
を
含
む
周
辺
地
域
の
支
配
体
制
に
着
目
し
た
い
。
な
お
、
他
の
特
色
に
つ

い
て
は
目
録
の
解
説
を
参
照
と
し
、
本
稿
で
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

宝
暦
十
三
年
︵
一
七
六
三
︶、
下
総
国
佐
倉
藩
二
代
藩
主
堀
田
正
順
の
領
地
の

一
部
が
武
蔵
国
横
見
郡
に
移
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
同
郡
久
保
田
村
周
辺
の
十
一
个

村
は
佐
倉
藩
領
と
な
っ
た
︵
位
置
は
次
頁
図
参
照
の
こ
と
︶。
同
藩
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
木
村
礎
氏
に
よ
る
城
附
領
及
び
出
羽
国
山
形
領
の
分
析
を
通
じ
て
、
藩

領
の
規
模
や
家
臣
団
の
編
成
な
ど
を
中
心
に
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
た
。︶

1
︵

　

佐
倉
藩
は
、
延
享
三
年
︵
一
七
四
六
︶
以
降
、
出
羽
国
山
形
領
四
万
石
を
除
い

て
領
内
を
五
つ
の
地
域
に
区
分
し
た
。
弘
化
四
年
︵
一
八
四
七
︶
﹁
藩
領
村
々
取

締
手
合
分
﹂︶

2
︵

に
よ
れ
ば
、
城
附
領
︵
佐
倉
城
下
周
辺
︶
及
び
関
東
各
地
の
飛
地
は
、

埴
生
手
合
・
千
葉
手
合
・
野
州
手
合
・
西
郷
手
合
・
武
州
手
合
の
五
支
配
地
域
に

分
け
ら
れ
て
い
る
。
久
保
田
村
を
含
む
横
見
郡
や
埼
玉
郡
の
村
々
は
、
武
州
手
合

に
属
し
た
。
武
州
手
合
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

武
州
手
合　

代
官
河
内
駒
之
助
︵
代
官
手
代
五
名
、
名
前
略
︶

　

上
代　

長
熊　

馬
橋　

瓜
坪
新
田　

榎
戸
新
田　

大
関
新
田　

文
違

　

雁
丸
新
田　

高
松　

下
台　

墨　

古
沢　

尾
上　

飯
積　

新
橋　

中
沢

　

新
中
沢　

立
沢　

高
野　

根
木
名　

大
和
︹
遠
在
︺
武
州
埼
玉
郡
　
百
間

　
蓮
谷
　
粂
原
　
青
柳
　
上
閏
戸
　
高
虫
　
北
条
（
篠
）崎

　
小
演
（
浜
）　

下
藤
井
　
蓑
沢

　
同
州
横
見
郡
　
蚊
斗
谷
　
下
銀
谷
　
上
銀
谷
　
谷
口
　
丸
貫
　
北
下
砂

　
今
泉
村
両
組
　
久
保
田
村
両
組
　
江
綱
　
前
河
内
　
小
新
井　

相
州
高
座
郡

　

用
田　

吉
岡　

小
園　

国
分　

上
河
内　

同
州
大
住
郡　

大
竹　

沼
目　

落
崎
︵
幡
︶

　

大
組
小
組　

上
落
合
定
掛
り
忠
右
エ
門
組　

打
間
木　

西
海
地　

宮
下

　

平
等
寺　

新
土
村
新
領
古
領　

上
谷　

同
州
愛
甲
郡　

下
船
子　

長
谷
。

　

文
中
に
あ
る
﹁
代
官
河
内
駒
之
助
﹂
は
、
佐
倉
藩
の
代
官
で
あ
り
、
藩
庁
の
触

を
村
役
人
に
達
し
、
そ
の
施
行
を
督
励
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察

　

髙　

木　

謙　

一　
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大囲堤内外横見郡村々絵図（新井（侊）家文書6162）に一部加筆
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三

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察
︵
髙
木
︶

　

ま
た
、﹁
久
保
田
村
両
組
﹂
と
あ
る
が
、
久
保
田
村
は
村
内
を
四
つ
の
組
に
分
け

て
お
り
、
そ
の
内
の
二
組
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
組
の
名
称
に
は
そ
の
組
の

名
主
の
名
が
用
い
ら
れ
、
年
貢
割
付
状
の
下
付
な
ど
も
組
ご
と
に
行
わ
れ
た
。

﹁
両
組
﹂
の
一
つ
は
、
元
久
太
夫
組
つ
ま
り
新
井
家
十
代
名
主
八
郎
右
衛
門
栄
興

の
組
を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
も
う
一
つ
の
組
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
﹁
今
泉
村

両
組
﹂
に
つ
い
て
も
、
明
和
四
年
︵
一
七
六
七
︶
以
降
は
二
組
に
分
け
て
村
政
を

執
り
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

　

新
井︵
侊
︶家
文
書
に
は
、
佐
倉
藩
か
ら
の
触
、
達
、
請
書
や
恒
常
的
な
年
貢
、

上
屋
敷
普
請
や
佐
倉
城
堀
普
請
な
ど
の
臨
時
的
な
課
役
な
ど
の
文
書
が
残
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
う
ち
、
佐
倉
藩
と
の
関
わ
り
が
読
み
取
れ
る
も
の
を

中
心
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
い
く
つ
か
考
察
を
試
み
た
い
。

一　

年
貢
収
取
の
体
制
に
つ
い
て

　

先
述
の
通
り
、
久
保
田
村
は
四
組
に
分
か
れ
て
い
た
た
め
、
年
貢
割
付
状
や
皆

済
目
録
、
年
貢
割
合
・
取
立
・
勘
定
帳
な
ど
年
貢
に
関
す
る
文
書
が
多
量
に
残
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
年
貢
割
付
状
は
、
万
治
二
年
︵
一
六
五
九
︶
十
月
に
代
官

中
川
八
郎
左
衛
門
に
よ
る
も
の
に
は
じ
ま
り
、
明
治
初
期
ま
で
現
存
し
て
い
る
。

　

年
貢
割
付
状
は
、
領
主
と
村
々
の
定
期
的
な
関
係
が
読
み
取
れ
る
史
料
で
あ
る

た
め
、
佐
倉
藩
が
ど
の
よ
う
に
武
蔵
国
の
村
々
を
支
配
し
て
い
た
の
か
を
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
本
節
で
は
、
年
貢
割
付
状
を
中
心
に
取
り
あ
げ

て
い
く
。

　
︻
表
１
︼︵
次
頁
以
降
参
照
︶
は
、
宝
暦
十
三
年
か
ら
慶
応
三
年
︵
一
八
六
七
︶

ま
で
の
久
保
田
村
の
年
貢
割
付
状
を
基
に
し
て
作
成
し
た
佐
倉
藩
役
人
の
一
覧
で

あ
る
。
こ
の
表
か
ら
、
佐
倉
藩
が
ど
の
よ
う
に
武
州
手
合
の
村
々
と
関
わ
り
を
持

っ
て
い
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
佐
倉
藩
の
支
配
体
制
を
先
行
研
究
か
ら
確
認
を
し
て
お
く
。︶

3
︵

佐
倉
藩
に

は
郡
奉
行
︵
役
高
一
五
〇
石
︶
が
四
名
置
か
れ
、
こ
の
う
ち
二
名
は
出
羽
国
山
形

領
柏
倉
陣
屋
で
政
務
を
月
番
で
行
っ
て
い
る
。
郡
奉
行
は
藩
士
の
格
と
し
て
は
最

高
層
で
あ
る
﹁
給
人
格
﹂
で
民
政
の
直
接
担
当
者
で
あ
り
、
そ
の
下
に
﹁
中
小

姓
﹂
格
の
代
官
︵
役
高
五
〇
俵
︶
を
従
え
て
い
た
。

　

宝
暦
十
一
年
﹁
正
亮
公
御
代
分
限
帳
﹂︶

4
︵

に
よ
れ
ば
、
代
官
は
一
三
名
置
か
れ
、

内
訳
は
山
方
一
、
蔵
方
一
、
御
預
り
所
代
官
一
が
あ
り
、
本
来
の
代
官
は
一
〇
名

︵
山
方
兼
務
一
︶
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
う
ち
柏
倉
陣
屋
に
詰
め
て
い

る
代
官
は
三
名
程
度
で
あ
り
、
残
り
六
名
前
後
が
城
附
領
と
出
羽
国
山
形
領
以
外

の
飛
地
を
支
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
下
に
郡
奉
行
手
代
︵
役
高

一
七
俵
︶
が
二
名
、
代
官
手
代
︵
役
高
一
三
俵
～
二
〇
俵
︶
が
三
〇
名
置
か
れ
た
。

　

代
官
支
配
の
分
掌
に
つ
い
て
は
、
木
村
礎
氏
に
よ
る
﹁
佐
倉
藩
雑
記
﹂
の
検
証

に
よ
り
そ
の
詳
細
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。︶

5
︵

文
化
十
三
年
︵
一
八
一
六
︶、
代
官

水
飼
五
八
郎
は
、
城
附
領
二
个
所
の
他
に
武
蔵
国
埼
玉
郡
・
横
見
郡
及
び
相
模
国

愛
甲
郡
・
高
座
郡
を
直
接
管
掌
し
て
い
た
。
ま
た
、
年
貢
割
付
状
・
皆
済
目
録
を

み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
掌
村
に
関
係
な
く
代
官
全
員
が
署
名
し
て
い
る
。
氏
は

そ
の
結
果
か
ら
、
佐
倉
藩
の
代
官
は
、
幕
府
代
官
と
は
異
な
り
、
一
定
の
与
え
ら

れ
た
管
掌
地
の
な
か
で
自
己
の
責
任
に
お
い
て
民
政
を
施
行
し
て
い
く
よ
う
な
存

在
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
法
令
発
布
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四

文
書
館
紀
要
第
二
十
四
号
︵
二
〇
一
一
・
三
︶

№ 文書
番号 久保田村組名 年月 佐倉藩役人名　（※左から署名捺印順）

1 4008 新田宇左衛門組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

2 4009 宇左衛門組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

3 4325 新田惣兵衛組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

4 4332 新田源治郎十兵衛組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

5 4302
9322 新田宇左衛門組 明和元年 10 月 冨岡儀助 渡辺冨右衛門

6 4306 宇左衛門組 明和元年 10 月 冨岡儀助 渡辺冨右衛門

7 4303 宇左衛門組 明和 2 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫※ 1

8 4304 新田宇左衛門組 明和 2 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫※ 1

9 4274 新田宇左衛門組 明和 3 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 5

10 4305 宇左衛門組 明和 3 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 5

11 4307 宇左衛門組 明和 4 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

12 4308 新田宇左衛門組 明和 4 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

13 4275 新田宇左衛門組 明和 5 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

14 4309 宇左衛門組 明和 5 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

15 4276 宇左衛門組 明和 6 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

16 4310 新田宇左衛門組 明和 6 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

17 4277 宇左衛門組 明和 7 年 10 月 木村谷左衛門 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫※ 3 朝比奈新蔵 西山伝六 田中志左衛門※ 6 源田覚兵衛※ 3 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

18 4278 新田宇左衛門組 明和 7 年 10 月 木村谷左衛門 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫※ 3 朝比奈新蔵 西山伝六 田中志左衛門※ 6 源田覚兵衛※ 3 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

19 4280 宇左衛門組 明和 8 年 10 月 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵 西山伝六※ 6 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

20 4281 新田宇左衛門組 明和 8 年 10 月 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵 西山伝六※ 6 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

21 4241 宇左衛門組 明和 9 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

22 4252 新田宇左衛門組 明和 9 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

23 4242 宇左衛門組 安永 2 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 下坂新六 田中紋太夫※ 6 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

24 4311 新田宇左衛門組 安永 2 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 下坂新六 田中紋太夫※ 6 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

25 4243 宇左衛門組 安永 3 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 2 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

26 4312 新田宇左衛門組 安永 3 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 2 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

27 4244 宇左衛門組 安永 4 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫※ 7 水飼茂太夫 山本源八 出野治郎兵衛 服部佐左衛門 下坂新六 西山伝六※ 2 西山伝六 木村五太夫※ 1 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

28 4313 新田宇左衛門組 安永 4 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫※ 7 水飼茂太夫 山本源八 出野治郎兵衛 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫※ 2 西山伝六 木村五太夫※ 1 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

29 4246 宇左衛門組 安永 5 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 1 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

30 4247 新田宇左衛門組 安永 5 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 1 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

31 4248 宇左衛門組 安永 6 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫 足立安左衛門

32 4314 新田宇左衛門組 安永 6 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫 足立安左衛門

33 4249 宇左衛門組 安永 7 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

34 4315 新田宇左衛門組 安永 7 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

35 4251 宇左衛門組 安永 9 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 山本源八 望月清右衛門 広田十郎太夫 佐藤彦太夫 服部佐左衛門 田中紋太夫 岡田弥五兵衛 源田覚兵衛 足立安左衛門※ 3

36 4316 新田宇左衛門組 安永 9 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 山本源八 望月清右衛門 広田十郎太夫 佐藤彦太夫 服部佐左衛門 田中紋太夫 岡田弥五兵衛 源田覚兵衛 足立安左衛門※ 3

37 4288 宇左衛門組 天明元年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

38 4293 新田宇左衛門組 天明元年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

39 4283 宇左衛門組 天明 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

40 4294 新田宇左衛門組 天明 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

41 4284 宇左衛門組 天明 3 年 10 月 奈良嘉左衛門※ 8 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

42 4295 新田宇左衛門組 天明 3 年 10 月 奈良嘉左衛門※ 8 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

43 4285 宇左衛門組 天明 4 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 梯内金助 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 佐藤彦太夫 源田覚兵衛※ 3 足立安左衛門

44 4296 新田宇左衛門組 天明 4 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 梯内金助 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 佐藤彦太夫 源田覚兵衛※ 3 足立安左衛門

45 4289 宇左衛門組 天明 5 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

46 4287 新田宇左衛門組 天明 6 年 10 月 小泉左助 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 山上造酒 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

47 4290 宇左衛門組 天明 6 年 10 月 小泉左助 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 山上造酒 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

48 4286 新田宇左衛門組 天明 7 年 10 月 小泉左助※ 3 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 出野治郎兵衛 山上造酒 長新十郎※ 3 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 足立安左衛門

49 4291 宇左衛門組 天明 7 年 10 月 小泉左助※ 3 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 出野治郎兵衛 山上造酒 長新十郎※ 3 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 足立安左衛門

50 4147 宇左衛門組 寛政 2 年 10 月 石井武八郎 太田近右衛門 小泉左助 水飼五八郎 広田十郎太夫※ 9 田中文之進 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

51 4148 新田宇左衛門組 寛政 2 年 10 月 石井武八郎 太田近右衛門 小泉左助 水飼五八郎 広田十郎太夫※ 9 田中文之進 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

52 4149 宇左衛門組 寛政 3 年 10 月 石井武八郎 田中文之進 水飼五八郎 安塚久之丞 小泉左助※ 9 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

53 4150 新田宇左衛門組 寛政 3 年 10 月 石井武八郎 田中文之進 水飼五八郎 安塚久之丞 小泉左助※ 9 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

54 4151 宇左衛門組 寛政 4 年閏 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 8 荒野佐兵衛 水飼五八郎 広田十郎太夫 山本源八 西山権右衛門 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

55 4143 新田八郎右衛門組 寛政 5 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

56 4152 八郎右衛門組 寛政 5 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

57 4144 新田八郎右衛門組 寛政 6 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 10 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八※ 10 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛

58 4153 八郎右衛門組 寛政 6 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 10 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八※ 10 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛

59 4145 新田八郎右衛門組 寛政 7 年 10 月 森口亀八 石井惣太夫 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門※ 10 広田十郎太夫 山本源八 牧野小十郎 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ※ 3 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛※ 3

60 4154 八郎右衛門組 寛政 7 年 10 月 森口亀八 石井惣太夫 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門※ 10 広田十郎太夫 山本源八 牧野小十郎 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ※ 3 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛※ 3

61 4146 新田重郎右衛門組 寛政 10 年 10 月 森口文助 藤本段九郎 石井六右衛門 水飼五郎四郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田新平 大塚四郎三郎 牧野小十郎 松本浅右衛門 服部佐左衛門※ 10 村井新五左衛門※ 3 石嶋衛士左衛門

62 4155 十郎右衛門組 寛政 10 年 10 月 森口文助 藤本段九郎 石井六右衛門 水飼五郎四郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田新平 大塚四郎三郎 牧野小十郎 松本浅右衛門 服部佐左衛門※ 10 村井新五左衛門※ 3 石嶋衛士左衛門

63 4176 新田十郎右衛門組 享和元年 10 月 森口文助 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 出野治郎兵衛 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

64 4178 十郎右衛門組 享和元年 10 月 森口文助 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 出野治郎兵衛 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛
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№ 文書
番号 久保田村組名 年月 佐倉藩役人名　（※左から署名捺印順）

1 4008 新田宇左衛門組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

2 4009 宇左衛門組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

3 4325 新田惣兵衛組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

4 4332 新田源治郎十兵衛組 宝暦 13 年 10 月 木村谷左衛門 出野治郎兵衛※ 1 志田八百右衛門※ 1 山本源八 河西一郎次 水飼茂太夫 大塚四郎三郎 田中紋太夫 木村五太夫 伴村右衛門※ 2 蒲生誠太夫 渡辺冨右衛門※ 3 佐藤彦太夫※ 4

5 4302
9322 新田宇左衛門組 明和元年 10 月 冨岡儀助 渡辺冨右衛門

6 4306 宇左衛門組 明和元年 10 月 冨岡儀助 渡辺冨右衛門

7 4303 宇左衛門組 明和 2 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫※ 1

8 4304 新田宇左衛門組 明和 2 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫※ 1

9 4274 新田宇左衛門組 明和 3 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 5

10 4305 宇左衛門組 明和 3 年 10 月 冨岡儀助 大塚四郎三郎 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 5

11 4307 宇左衛門組 明和 4 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

12 4308 新田宇左衛門組 明和 4 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

13 4275 新田宇左衛門組 明和 5 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

14 4309 宇左衛門組 明和 5 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

15 4276 宇左衛門組 明和 6 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

16 4310 新田宇左衛門組 明和 6 年 10 月 冨岡儀助 源田覚兵衛 木村五太夫※ 2 佐藤彦太夫

17 4277 宇左衛門組 明和 7 年 10 月 木村谷左衛門 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫※ 3 朝比奈新蔵 西山伝六 田中志左衛門※ 6 源田覚兵衛※ 3 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

18 4278 新田宇左衛門組 明和 7 年 10 月 木村谷左衛門 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫※ 3 朝比奈新蔵 西山伝六 田中志左衛門※ 6 源田覚兵衛※ 3 木村五太夫 佐藤彦太夫※ 2

19 4280 宇左衛門組 明和 8 年 10 月 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵 西山伝六※ 6 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

20 4281 新田宇左衛門組 明和 8 年 10 月 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵 西山伝六※ 6 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

21 4241 宇左衛門組 明和 9 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

22 4252 新田宇左衛門組 明和 9 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 田中紋太夫 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

23 4242 宇左衛門組 安永 2 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 下坂新六 田中紋太夫※ 6 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

24 4311 新田宇左衛門組 安永 2 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 下坂新六 田中紋太夫※ 6 朝比奈新蔵※ 6 西山伝六 田中甚左衛門 源田覚兵衛 木村五太夫 佐藤彦太夫

25 4243 宇左衛門組 安永 3 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 2 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

26 4312 新田宇左衛門組 安永 3 年 10 月 小泉左助 逸見宗八 佐久間権太夫 水飼茂太夫 冨岡儀助 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 2 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

27 4244 宇左衛門組 安永 4 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫※ 7 水飼茂太夫 山本源八 出野治郎兵衛 服部佐左衛門 下坂新六 西山伝六※ 2 西山伝六 木村五太夫※ 1 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

28 4313 新田宇左衛門組 安永 4 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫※ 7 水飼茂太夫 山本源八 出野治郎兵衛 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫※ 2 西山伝六 木村五太夫※ 1 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

29 4246 宇左衛門組 安永 5 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 1 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

30 4247 新田宇左衛門組 安永 5 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 西山伝六※ 1 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫

31 4248 宇左衛門組 安永 6 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫 足立安左衛門

32 4314 新田宇左衛門組 安永 6 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 水飼茂太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 木村五太夫 源田覚兵衛 佐藤彦太夫 足立安左衛門

33 4249 宇左衛門組 安永 7 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

34 4315 新田宇左衛門組 安永 7 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 佐久間権太夫 山本源八 広田十郎太夫 服部佐左衛門 下坂新六 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

35 4251 宇左衛門組 安永 9 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 山本源八 望月清右衛門 広田十郎太夫 佐藤彦太夫 服部佐左衛門 田中紋太夫 岡田弥五兵衛 源田覚兵衛 足立安左衛門※ 3

36 4316 新田宇左衛門組 安永 9 年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 山本源八 望月清右衛門 広田十郎太夫 佐藤彦太夫 服部佐左衛門 田中紋太夫 岡田弥五兵衛 源田覚兵衛 足立安左衛門※ 3

37 4288 宇左衛門組 天明元年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

38 4293 新田宇左衛門組 天明元年 10 月 小泉左助 志村宇右衛門 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

39 4283 宇左衛門組 天明 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

40 4294 新田宇左衛門組 天明 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 田中紋太夫 源田覚兵衛 足立安左衛門

41 4284 宇左衛門組 天明 3 年 10 月 奈良嘉左衛門※ 8 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

42 4295 新田宇左衛門組 天明 3 年 10 月 奈良嘉左衛門※ 8 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 佐藤彦太夫 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

43 4285 宇左衛門組 天明 4 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 梯内金助 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 佐藤彦太夫 源田覚兵衛※ 3 足立安左衛門

44 4296 新田宇左衛門組 天明 4 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 梯内金助 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 服部佐左衛門 佐藤彦太夫 源田覚兵衛※ 3 足立安左衛門

45 4289 宇左衛門組 天明 5 年 10 月 奈良嘉左衛門 小泉左助 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

46 4287 新田宇左衛門組 天明 6 年 10 月 小泉左助 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 山上造酒 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

47 4290 宇左衛門組 天明 6 年 10 月 小泉左助 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 山上造酒 長新十郎 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 源田覚兵衛 足立安左衛門

48 4286 新田宇左衛門組 天明 7 年 10 月 小泉左助※ 3 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 出野治郎兵衛 山上造酒 長新十郎※ 3 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 足立安左衛門

49 4291 宇左衛門組 天明 7 年 10 月 小泉左助※ 3 荒野佐兵衛※ 8 志村宇右衛門 広田十郎太夫 山本源八 出野治郎兵衛 山上造酒 長新十郎※ 3 桜井五郎兵衛 石嶋衛士左衛門 足立安左衛門

50 4147 宇左衛門組 寛政 2 年 10 月 石井武八郎 太田近右衛門 小泉左助 水飼五八郎 広田十郎太夫※ 9 田中文之進 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

51 4148 新田宇左衛門組 寛政 2 年 10 月 石井武八郎 太田近右衛門 小泉左助 水飼五八郎 広田十郎太夫※ 9 田中文之進 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

52 4149 宇左衛門組 寛政 3 年 10 月 石井武八郎 田中文之進 水飼五八郎 安塚久之丞 小泉左助※ 9 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

53 4150 新田宇左衛門組 寛政 3 年 10 月 石井武八郎 田中文之進 水飼五八郎 安塚久之丞 小泉左助※ 9 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎 石嶋衛士左衛門 山上仁左衛門 出野治郎兵衛

54 4151 宇左衛門組 寛政 4 年閏 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 8 荒野佐兵衛 水飼五八郎 広田十郎太夫 山本源八 西山権右衛門 阿部鬼毛ヵ 村井孫太夫 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

55 4143 新田八郎右衛門組 寛政 5 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

56 4152 八郎右衛門組 寛政 5 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八 阿部鬼毛ヵ 長新十郎※ 10 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛 山上仁左衛門

57 4144 新田八郎右衛門組 寛政 6 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 10 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八※ 10 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛

58 4153 八郎右衛門組 寛政 6 年 10 月 石井惣太夫 田中文之進※ 10 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田十郎太夫 山本源八※ 10 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛

59 4145 新田八郎右衛門組 寛政 7 年 10 月 森口亀八 石井惣太夫 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門※ 10 広田十郎太夫 山本源八 牧野小十郎 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ※ 3 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛※ 3

60 4154 八郎右衛門組 寛政 7 年 10 月 森口亀八 石井惣太夫 水飼五八郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門※ 10 広田十郎太夫 山本源八 牧野小十郎 服部佐左衛門 阿部鬼毛ヵ※ 3 石嶋衛士左衛門 村井孫太夫 出野治郎兵衛※ 3

61 4146 新田重郎右衛門組 寛政 10 年 10 月 森口文助 藤本段九郎 石井六右衛門 水飼五郎四郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田新平 大塚四郎三郎 牧野小十郎 松本浅右衛門 服部佐左衛門※ 10 村井新五左衛門※ 3 石嶋衛士左衛門

62 4155 十郎右衛門組 寛政 10 年 10 月 森口文助 藤本段九郎 石井六右衛門 水飼五郎四郎 荒野佐兵衛 望月清右衛門 広田新平 大塚四郎三郎 牧野小十郎 松本浅右衛門 服部佐左衛門※ 10 村井新五左衛門※ 3 石嶋衛士左衛門

63 4176 新田十郎右衛門組 享和元年 10 月 森口文助 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 出野治郎兵衛 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

64 4178 十郎右衛門組 享和元年 10 月 森口文助 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 出野治郎兵衛 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛
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65 4177 新田十郎右衛門組 享和 2 年閏 10 月 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

66 4179 十郎右衛門組 享和 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

67 4180 十郎右衛門組 享和 3 年 10 月 森口文助※ 10 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 広田新平 伴村右衛門 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

68 4156 新田十郎右衛門組 文化元年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛※ 3 伴村右衛門 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

69 4162 十郎右衛門組 文化元年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛※ 3 伴村右衛門 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

70 4157 新田八郎右衛門組 文化 4 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門※ 10 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 山上仁左衛門※ 3 村井新左衛門

71 4163 十郎右衛門組 文化 4 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門※ 10 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 山上仁左衛門※ 3 村井新左衛門

72 4181 十郎右衛門組 文化 5 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛※ 10 奈良嘉左衛門 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 桜井領助 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

73 4158 新田十郎右衛門組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

74 4182 十郎右衛門組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

75 4183 新田長蔵組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

76 4159 新田十郎右衛門組 文化 10 年 10 月 大沢永右衛門 蒲生三九郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 安塚門太 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 服部多膳

77 4184 十郎右衛門組 文化 10 年 10 月 大沢永右衛門 蒲生三九郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 安塚門太 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 服部多膳

78 4160 新田十郎右衛門組 文化 13 年 10 月 大沢永右衛門 水飼五八郎 蒲生三九郎 神猪佐衛門※ 5 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐 大塚四郎三郎 石嶋衛士左衛門 吉見治右衛門

79 4185 十郎右衛門組 文化 13 年 10 月 大沢永右衛門 水飼五八郎 蒲生三九郎 神猪佐衛門※ 5 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐 大塚四郎三郎 石嶋衛士左衛門 吉見治右衛門

80 4186 十郎右衛門組 文化 14 年 10 月 大沢永右衛門※ 8 平田半十郎 水飼五八郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐※ 7 大塚四郎三郎※ 10 石嶋衛士左衛門 青木安太夫 吉見治右衛門

81 4187 十郎右衛門組 文政 2 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門 日野角七 成田鶴兵衛 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 稲川岡右衛門 青木安太夫 吉見治右衛門※ 3 矢野一郎右衛門

82 4188 新田十郎右衛門組 文政 2 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門 日野角七 成田鶴兵衛 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 稲川岡右衛門 青木安太夫 吉見治右衛門※ 3 矢野一郎右衛門

83 4161 新田長蔵組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

84 4189 十郎右衛門組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

85 4190 新田十郎右衛門組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

86 4191 十郎右衛門組 文政 5 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

87 4266 新田十郎右衛門組 文政 5 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

88 4267 休太夫組 文政 6 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

89 4270 休太夫組 文政 7 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

90 4268 新田休太夫組 文政 8 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵※ 8 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

91 4269 新田休太夫組 文政 9 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門※ 8 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

92 4271 休太夫組 文政 10 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

93 4272 新田休太夫組 文政 10 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

94 4273 休太夫組 文政 11 年 10 月 日野林七 鈴木右門※ 8 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見武左衛門 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

95 4210 新田休太夫組 天保 2 年 10 月 日野林七 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 河合清左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

96 4212 休太夫組 天保 2 年 10 月 日野林七 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 河合清左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

97 4217 新田休太夫組 天保 3 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

98 4221 休太夫組 天保 3 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

99 4216 休太夫組 天保 4 年 10 月 大木森蔵※ 8 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

100 4219 休太夫組 天保 5 年 10 月 大木森蔵※ 8 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

101 4208 新田休太夫組 天保 6 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

102 4218 休太夫組 天保 6 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

103 4213 休太夫組 天保 7 年 10 月 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 安塚右中太 柴田新左衛門 斎藤兵衛 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

104 4211 休太夫組 天保 9 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

105 4220 新田休太夫組 天保 9 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎      小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

106 4209 新田休太夫組 天保 12 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 今井翁助 宮崎平大夫 青木安太夫

107 4214 休太夫組 天保 12 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 今井翁助 宮崎平大夫 青木安太夫

108 4215 新田元休太夫組 天保 15 年 10 月 菅谷忠蔵 河内駒之助 日野角七 柴田新左衛門 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 田中甚左衛門 今井翁助 宮崎平大夫 荒野佐兵衛 青木安太夫

109 4264 元休太夫組 弘化 2 年 10 月 菅谷忠蔵 河内駒之助 日野角七 柴田新左衛門 蒲生九蔵 水飼治太夫 水飼五八郎 木村五太夫 小嶋善右衛門 田中甚左衛門 今井翁助 宮崎平大夫 荒野佐兵衛 青木安太夫

110 4260 元休太夫組 弘化 3 年 10 月 半沢益蔵 河内駒之助 神勝弥 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 水飼五八郎 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

111 4261 新田元休太夫組 弘化 3 年 10 月 半沢益蔵 河内駒之助 神勝弥 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 水飼五八郎 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

112 4262 元休太夫組 弘化 4 年 10 月 河内駒之助 神猪佐衛門 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 近藤九郎佐衛門 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 青木安太夫

113 4263 新田元休太夫組 弘化 4 年 10 月 河内駒之助 神猪佐衛門 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 近藤九郎佐衛門 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 青木安太夫

114 4255 元休太夫組 嘉永 5 年 10 月 桜井繁治郎 内田斧太郎※ 11 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進※ 11 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤九郎佐衛門 今井翁助 荒野又右衛門 小嶋善右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門

115 4256 新田元休太夫組 嘉永 5 年 10 月 桜井繁治郎 内田斧太郎※ 11 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進※ 11 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤九郎佐衛門 今井翁助 荒野又右衛門 小嶋善右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門

116 4257 元休太夫組 嘉永 6 年 10 月 小林藤十郎 桜井永助※ 11 内田斧太郎 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤又太夫 今井翁助 荒野又右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門 小嶋善右衛門

117 4224 元休太夫組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

118 4225 新田元休太夫組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

119 4226 新田嘉右衛門組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

120 4222 元休太夫組 安政 5 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

121 4227 新田元休太夫組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

122 4228 元休太夫組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

123 4229 新田嘉右衛門組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

124 4258 久太夫組 文久 2 年 10 月 井上兵助 桜井永助※ 3 大沢伴次郎 大築弥市 成田友之進 大木楠右衛門 荒野龍蔵 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 森村助左衛門 城左次右衛門※ 3

125 4259 新田久太夫組 文久 2 年 10 月 井上兵助 桜井永助※ 3 大沢伴次郎 大築弥市 成田友之進 大木楠右衛門 荒野龍蔵 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 森村助左衛門 城左次右衛門※ 3

126 4203 久太夫組 慶応 2 年 10 月 渡辺又十郎 山口用之助※ 12 桜井永助 大築弥市 阿部鬼毛ヵ※ 12 田内秀次郎 荒野龍蔵 菅谷周平 牧野平兵衛 大木楠右衛門 青木小太郎 宮崎伝治 宅間要蔵※ 3 永倉源太兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門※ 13

127 4197
4205 新田久太夫組 慶応 3 年 10 月 渡辺又十郎※ 14 山口用之助 大築弥市 大宝庫三郎 阿部節造 田内秀次郎 荒野龍蔵 菅谷周平 牧野平兵衛※ 3 大木楠右衛門 青木小太郎 宮崎伝治※ 14 宅間要蔵※ 3 永倉源太兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門
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65 4177 新田十郎右衛門組 享和 2 年閏 10 月 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

66 4179 十郎右衛門組 享和 2 年 10 月 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 荒野佐兵衛 広田新平 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新五左衛門 桜井五郎兵衛

67 4180 十郎右衛門組 享和 3 年 10 月 森口文助※ 10 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 広田新平 伴村右衛門 山本九右衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 服部佐左衛門 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

68 4156 新田十郎右衛門組 文化元年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛※ 3 伴村右衛門 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

69 4162 十郎右衛門組 文化元年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛※ 3 伴村右衛門 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 伊沢伴左衛門 大塚四郎三郎 山上仁左衛門 村井新左衛門 桜井五郎兵衛

70 4157 新田八郎右衛門組 文化 4 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門※ 10 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 山上仁左衛門※ 3 村井新左衛門

71 4163 十郎右衛門組 文化 4 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛 奈良嘉左衛門※ 10 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 山上仁左衛門※ 3 村井新左衛門

72 4181 十郎右衛門組 文化 5 年 10 月 大沢永右衛門 星川嘉兵衛※ 10 奈良嘉左衛門 日野角七 水飼五郎四郎 成田鶴兵衛 山本九右衛門 桜井領助 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

73 4158 新田十郎右衛門組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

74 4182 十郎右衛門組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

75 4183 新田長蔵組 文化 7 年 10 月 大沢永右衛門※ 3 織田数右衛門 日野角七 水飼五郎四郎※ 3 成田鶴兵衛 山本九右衛門 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 村井新左衛門

76 4159 新田十郎右衛門組 文化 10 年 10 月 大沢永右衛門 蒲生三九郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 安塚門太 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 服部多膳

77 4184 十郎右衛門組 文化 10 年 10 月 大沢永右衛門 蒲生三九郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 安塚門太 宅間市佐 桜井五郎兵衛 佐藤彦太夫 石嶋衛士左衛門 大塚四郎三郎 伊沢伴左衛門 服部多膳

78 4160 新田十郎右衛門組 文化 13 年 10 月 大沢永右衛門 水飼五八郎 蒲生三九郎 神猪佐衛門※ 5 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐 大塚四郎三郎 石嶋衛士左衛門 吉見治右衛門

79 4185 十郎右衛門組 文化 13 年 10 月 大沢永右衛門 水飼五八郎 蒲生三九郎 神猪佐衛門※ 5 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐 大塚四郎三郎 石嶋衛士左衛門 吉見治右衛門

80 4186 十郎右衛門組 文化 14 年 10 月 大沢永右衛門※ 8 平田半十郎 水飼五八郎 神猪佐衛門 大森藤兵衛 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 伴重作 串戸五左衛門 宅間市佐※ 7 大塚四郎三郎※ 10 石嶋衛士左衛門 青木安太夫 吉見治右衛門

81 4187 十郎右衛門組 文政 2 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門 日野角七 成田鶴兵衛 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 稲川岡右衛門 青木安太夫 吉見治右衛門※ 3 矢野一郎右衛門

82 4188 新田十郎右衛門組 文政 2 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門 日野角七 成田鶴兵衛 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 稲川岡右衛門 青木安太夫 吉見治右衛門※ 3 矢野一郎右衛門

83 4161 新田長蔵組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

84 4189 十郎右衛門組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

85 4190 新田十郎右衛門組 文政 4 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎※ 8 大沢五郎太夫 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 井村甚馬 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門※ 3 矢野一郎右衛門※ 10

86 4191 十郎右衛門組 文政 5 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

87 4266 新田十郎右衛門組 文政 5 年 10 月 鈴木右門 平田半十郎 水飼五八郎 河合清左衛門※ 8 日野角七 成田鶴兵衛※ 10 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

88 4267 休太夫組 文政 6 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門 桜井五郎兵衛

89 4270 休太夫組 文政 7 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

90 4268 新田休太夫組 文政 8 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵※ 8 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 岡田弥五兵衛 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

91 4269 新田休太夫組 文政 9 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門※ 8 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

92 4271 休太夫組 文政 10 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

93 4272 新田休太夫組 文政 10 年 10 月 日野林七 鈴木右門 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見矢柄 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

94 4273 休太夫組 文政 11 年 10 月 日野林七 鈴木右門※ 8 佐治新蔵 平田半十郎 蒲生九蔵 河合清左衛門 水飼五八郎 立見武左衛門 小嶋善右衛門 伴村右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

95 4210 新田休太夫組 天保 2 年 10 月 日野林七 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 河合清左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

96 4212 休太夫組 天保 2 年 10 月 日野林七 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 河合清左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

97 4217 新田休太夫組 天保 3 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

98 4221 休太夫組 天保 3 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

99 4216 休太夫組 天保 4 年 10 月 大木森蔵※ 8 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

100 4219 休太夫組 天保 5 年 10 月 大木森蔵※ 8 井上兵右衛門 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 大築弥市 水飼五八郎 山上仁左衛門 荒野又右衛門 木村与次右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

101 4208 新田休太夫組 天保 6 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

102 4218 休太夫組 天保 6 年 10 月 大木森蔵 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 蒲生九蔵 安塚右中太 柴田新左衛門 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 青木安太夫 串戸五左衛門

103 4213 休太夫組 天保 7 年 10 月 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 安塚右中太 柴田新左衛門 斎藤兵衛 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

104 4211 休太夫組 天保 9 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

105 4220 新田休太夫組 天保 9 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫※ 8 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎      小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

106 4209 新田休太夫組 天保 12 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 今井翁助 宮崎平大夫 青木安太夫

107 4214 休太夫組 天保 12 年 10 月 日野角七 井上兵右衛門 平尾一郎太夫 柴田新左衛門 安塚右中太 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 山上仁左衛門 荒野又右衛門 今井翁助 宮崎平大夫 青木安太夫

108 4215 新田元休太夫組 天保 15 年 10 月 菅谷忠蔵 河内駒之助 日野角七 柴田新左衛門 蒲生九蔵 水飼五八郎 小嶋善右衛門 田中甚左衛門 今井翁助 宮崎平大夫 荒野佐兵衛 青木安太夫

109 4264 元休太夫組 弘化 2 年 10 月 菅谷忠蔵 河内駒之助 日野角七 柴田新左衛門 蒲生九蔵 水飼治太夫 水飼五八郎 木村五太夫 小嶋善右衛門 田中甚左衛門 今井翁助 宮崎平大夫 荒野佐兵衛 青木安太夫

110 4260 元休太夫組 弘化 3 年 10 月 半沢益蔵 河内駒之助 神勝弥 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 水飼五八郎 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

111 4261 新田元休太夫組 弘化 3 年 10 月 半沢益蔵 河内駒之助 神勝弥 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 水飼五八郎 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 宮崎平大夫 青木安太夫

112 4262 元休太夫組 弘化 4 年 10 月 河内駒之助 神猪佐衛門 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 近藤九郎佐衛門 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 青木安太夫

113 4263 新田元休太夫組 弘化 4 年 10 月 河内駒之助 神猪佐衛門 日野角七 水飼治太夫 蒲生九蔵 近藤九郎佐衛門 田中甚左衛門 荒野佐兵衛 河内十郎右衛門 小嶋善右衛門 青木安太夫

114 4255 元休太夫組 嘉永 5 年 10 月 桜井繁治郎 内田斧太郎※ 11 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進※ 11 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤九郎佐衛門 今井翁助 荒野又右衛門 小嶋善右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門

115 4256 新田元休太夫組 嘉永 5 年 10 月 桜井繁治郎 内田斧太郎※ 11 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進※ 11 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤九郎佐衛門 今井翁助 荒野又右衛門 小嶋善右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門

116 4257 元休太夫組 嘉永 6 年 10 月 小林藤十郎 桜井永助※ 11 内田斧太郎 河内駒之助 神猪佐衛門 成田友之進 柴田新左衛門 浅見七兵衛 近藤又太夫 今井翁助 荒野又右衛門 桜井五郎兵衛 城左次右衛門 小嶋善右衛門

117 4224 元休太夫組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

118 4225 新田元休太夫組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

119 4226 新田嘉右衛門組 安政 4 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 近藤又太夫 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門 小嶋善右衛門※ 3

120 4222 元休太夫組 安政 5 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 桜井永助 日野林七 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 牧野平兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

121 4227 新田元休太夫組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

122 4228 元休太夫組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

123 4229 新田嘉右衛門組 安政 6 年 10 月 窪田庄九郎 小柴新一郎 日野林七 桜井永助 隅谷静二 成田友之進 大木楠右衛門 川久保東馬 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門 森村助左衛門

124 4258 久太夫組 文久 2 年 10 月 井上兵助 桜井永助※ 3 大沢伴次郎 大築弥市 成田友之進 大木楠右衛門 荒野龍蔵 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 森村助左衛門 城左次右衛門※ 3

125 4259 新田久太夫組 文久 2 年 10 月 井上兵助 桜井永助※ 3 大沢伴次郎 大築弥市 成田友之進 大木楠右衛門 荒野龍蔵 牧野平兵衛 木村徳左衛門 浅見七兵衛 荒野又右衛門 森村助左衛門 城左次右衛門※ 3

126 4203 久太夫組 慶応 2 年 10 月 渡辺又十郎 山口用之助※ 12 桜井永助 大築弥市 阿部鬼毛ヵ※ 12 田内秀次郎 荒野龍蔵 菅谷周平 牧野平兵衛 大木楠右衛門 青木小太郎 宮崎伝治 宅間要蔵※ 3 永倉源太兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門 城左次右衛門※ 13

127 4197
4205 新田久太夫組 慶応 3 年 10 月 渡辺又十郎※ 14 山口用之助 大築弥市 大宝庫三郎 阿部節造 田内秀次郎 荒野龍蔵 菅谷周平 牧野平兵衛※ 3 大木楠右衛門 青木小太郎 宮崎伝治※ 14 宅間要蔵※ 3 永倉源太兵衛 浅見七兵衛 荒野又右衛門

凡例　 ※ 1 羽州御用ニ付無印、※ 2 野州御用（出役）ニ付無印、※ 3 江戸（出府）ニ付無印、※ 4 日光御用ニ付無印、※ 5 御用引（御用出）ニ付無印、※ 6 関宿出役ニ付
無印、※ 7 差控（差合）ニ付無印、※ 8 在出（在番）ニ付無印、※ 9 北須賀出役ニ付無印、※ 10 病気ニ付無印、※ 11 木戸勤番ニ付無印、※ 12 不詰合ニ付無印、
※ 13 相州御用ニ付無印、※ 14 上京ニ付無印
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ど
佐
倉
藩
民
政
の
実
質
的
な
担
い
手
は
代
官
で
は
な
く
郡
奉
行
で
あ
っ
た
こ
と

を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
木
村
氏
の
検
証
を
踏
ま
え
て
、
久
保
田
村
の
実
情
を
︻
表
１
︼
か
ら
具

体
的
に
窺
っ
て
い
き
た
い
。
宝
暦
十
三
年
の
年
貢
割
付
状
を
み
る
と
、
署
名
捺
印

し
て
い
る
役
人
が
前
年
の
二
人
か
ら
一
三
人
に
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

当
地
域
が
佐
倉
藩
領
に
な
り
、
同
藩
の
役
人
に
よ
る
年
貢
収
取
体
制
が
始
ま
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
代
官
の
数
は
一
時
的
に
減
少
す
る
が
、
一
二
名

前
後
に
よ
る
文
書
発
給
が
定
型
化
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

年
貢
割
付
状
に
署
名
捺
印
し
て
い
る
藩
の
役
人
は
、
代
官
・
勘
定
頭
・
郡
奉
行

で
あ
る
。
例
え
ば
、
安
永
十
年
︵
一
七
八
一
︶
﹁
御
年
始
姓
名
書
上
﹂︶

6
︵

に
は
、
郡

奉
行
源
田
覚
兵
衛
・
足
立
安
左
衛
門
・
佐
藤
彦
太
夫
︵
仮
役
︶、
代
官
山
本
源

八
・
志
村
宇
右
衛
門
・
小
泉
左
助
・
広
田
十
郎
太
夫
・
望
月
清
右
衛
門
の
名
前
が

確
認
で
き
、
同
時
期
の
年
貢
割
付
状
に
署
名
捺
印
し
た
者
と
一
致
す
る
。
ま
た
、

天
保
七
年
︵
一
八
三
六
︶
一
月
、
同
藩
領
で
あ
る
下
総
国
青
菅
村
︵
現
、
千
葉
県

佐
倉
市
︶
の
年
貢
割
付
状︶

7
︵

に
名
を
列
ね
て
い
る
役
人
は
、
代
官
井
上
兵
右
衛
門
・

平
尾
一
郎
太
夫
・
安
塚
右
中
太
・
柴
田
新
左
衛
門
・
斎
藤
兵
助
・
蒲
生
九
蔵
・
水

飼
五
郎
八
、
勘
定
頭
山
崎
善
右
衛
門
・
山
上
仁
左
衛
門
・
荒
野
又
右
衛
門
、
郡
奉

行
・
宮
崎
平
太
夫
・
青
木
安
太
夫
、
以
上
で
あ
る
。︶

8
︵

こ
れ
ら
の
役
人
た
ち
は
、
同

年
の
年
貢
割
付
状
に
名
を
列
ね
て
い
る
役
人
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
城
附
領
と
飛
地
領

を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　

ま
た
、
所
々
に
﹁
羽
州
御
用
ニ
付
無
印
﹂
や
﹁
野
州
御
用
ニ
付
無
印
﹂
な
ど
の

記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
署
名
は
し
て
い
る
も
の
の
、
捺
印
を
し
て
い
な
い
役
人
の

存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
代
官
に
一
定
の
村
を
管
掌
さ
せ
て
年
貢
収
取
を

行
う
の
で
は
な
く
、
流
動
的
に
各
飛
地
領
へ
配
置
さ
せ
、﹁
手
合
﹂
と
い
う
支
配
の

枠
組
み
に
関
係
な
く
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
久
保
田
村
本
田
に
課
せ
ら
れ
た
年
貢
高
の
実
情
に
つ
い
て
数
量
的
な

考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　

︻
表
２
︼
の
よ
う
に
、
宝
暦
十
二
年
か
ら
同
十
三
年
は
、
幕
府
領
か
ら
佐
倉
藩

宝暦12年（1762）12月　久太夫組 → 宝暦13年（1763）10月　宇左衛門組
村高211石5斗7升3合 → 変化なし
取米64石5合 → 変化なし
取永14貫973文7歩 → 変化なし
永15文9歩 去巳より納上木永 → 変化なし

米1斗2升7合 御伝馬宿入用

米4斗2升4合 六尺給

永529文8歩 御蔵前入用

→

米1石8斗2升9合 口米
永452文1歩 口永
米5斗5升1合 夫米
永529文8歩 夫永

納合米64石5斗5升6合 → 米66石3斗8升5合
納合永15貫598文4歩 → 永16貫50文5歩

宝暦13年（1763）10月　宇左衛門組 → 寛政10年（1798）10月　十郎右衛門組
村高211石5斗7升3合 → 変化なし
取米64石5合 → 取米52石9斗6升2合
取永14貫973文7歩 → 変化なし
永15文9歩 納上木永 → 変化なし
米1石8斗2升9合 口米 → 米1石5斗1升3合 口米
永452文1歩 口永 → 変化なし
米5斗5升1合 夫米 → 変化なし
永529文8歩 夫永 → 変化なし
米66石3斗8升5合 → 米55石2斗6合
永16貫50文5歩 → 変化なし

寛政10年（1798）10月十郎右衛門組 → 天保6年（1835）10月　休太夫組
村高211石5斗7升3合 → 変化なし
取米52石9斗6升2合 → 取米53石4斗3升9合
取永14貫973文7歩 → 取永14貫857文8歩
永拾5文9歩 納上木永 → 変化なし
米1石5斗1升3合 口米 → 米1石5斗2升7合 口米
永452文1歩 口永 → 永448文6歩 口永
米5斗5升1合 夫米 → 変化なし
永529文8歩 夫永 → 変化なし
納合米55石2斗6合 → 米55石5斗1升7合
納合永16貫50文5歩 → 永15貫931文1歩

【表２】久保田村本田年貢高変遷表

新井（侊）家文書4329,4009,4155,4218より作成
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九

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察
︵
髙
木
︶

領
に
な
っ
た
た
め
、
高
掛
三
役
が
口
米
・
口
永
や
夫
役
に
変
更
さ
れ
る
な
ど
記
載

形
式
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
村
高
・
取
米
・
取
永
に
変
化
は
ほ
ぼ
み
ら

れ
な
い
が
、
付
加
税
が
増
え
た
た
め
、
納
永
高
が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
寛

政
十
年
に
な
る
と
取
米
が
減
少
し
、
以
降
天
保
六
年
ま
で
ほ
ぼ
変
わ
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
久
太
夫
組
・
宇
左
衛
門
組
・
十
郎
右
衛
門
組
・
休
太
夫
組
は
そ
れ
ぞ
れ
同

組
を
指
し
、
新
井
家
五
代
・
七
代
・
八
代
・
九
代
当
主
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。

　

以
上
の
よ
う
な
数
量
的
考
察
か
ら
、
領
主
変
遷
及
び
支
配
体
制
の
変
更
に
よ
っ

て
、
久
保
田
村
本
田
の
年
貢
賦
課
の
実
情
が
変
化
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

二　

藩
の
命
令
伝
達
と
臨
時
的
な
課
役
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
は
、
藩
の
役
人
が
触
や
達
な
ど
の
命
令
を
飛
地
で
あ
る
久
保
田
村
に
ど

の
よ
う
に
伝
達
し
た
の
か
、
ま
た
臨
時
的
な
課
役
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

た
の
か
、
代
官
を
中
心
に
史
料
を
抽
出
し
、
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
法
令
関
係
の
史
料
で
あ
る
が
、
久
保
田
村
に
は
、
幕
府
か
ら
の
触
、
達

以
外
に
佐
倉
役
所
が
倹
約
令
を
出
し
た
り
、︶

9
︵

同
藩
の
勘
定
頭
で
あ
る
荒
野
龍
蔵
が

発
給
し
た
王
政
御
一
新
の
触
な
ど
も
み
ら
れ
る
。︶

10
︵

ま
た
、
藩
の
役
人
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
、︻
史
料
一
︼
～
︻
史
料
三
︼
の
よ
う
に
代
官
が
廻
状
で
村
々
に
伝
達
し

た
。
︻
史
料
一
︼
は
、
植
松
求
馬
が
家
老
に
就
任
し
た
こ
と
を
代
官
水
飼
五
郎
八

が
伝
達
し
、︻
史
料
二
︼・︻
史
料
三
︼
で
は
、
大
築
弥
市
が
山
方
代
官
に
、
蒲
生
九

蔵
が
代
官
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
蚊
斗
谷
村
か
ら
順
に
村
継
ぎ
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
一
】）
11
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

廻
状　
　

水
飼
五
郎
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊
斗
谷
村
始　

﹂

　
　

植
松
求
馬
殿
御
家
老
被　

仰
付
候
、
右
之
趣
村
中
寺
社
門
前
迄
不
洩
様

　
　

可
為
触
知
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
可
致
候
、
以
上

　
　
　
　

九
月
廿
一
日　
　

水
飼
五
郎
八　

㊞

　
　
　
　
　
　
　

蚊

斗

谷

村

　
　
　
　
　
　
　

下

銀

谷

村

　
　
　
　
　
　
　

上

銀

谷

村

　
　
　
　
　
　
　

谷

口

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　

丸

貫

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　

北

下

砂
㊞

　
　
　
　
　
　
　

今

泉

両

組
㊞

　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村
四
組

　
　
　
　
　
　
　

江

綱

村

　
　
　
　
　
　
　

前

河

内

村

　
　
　
　
　
　
　

小

新

井

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
方

【
史
料
二
】）
12
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

廻
状　
　

井

上

兵

助　

㊞
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一
〇

文
書
館
紀
要
第
二
十
四
号
︵
二
〇
一
一
・
三
︶

　
　
　

佐
倉
領
武
州
横
見
郡
蚊
斗
谷
村
始　

﹂

　

大
築
弥
市
山
方
代
官
被　

仰
付
候

　

 
右
之
趣
村
中

寺
社
門
前
迄
不
洩
様
可
触
知
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
可
致
候
、

以
上

　
　
　

九
月
二
十
三
日　
　

井

上

兵

助　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊

斗

谷

村
㊞　
　

下

銀

谷

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

銀

谷

村
㊞　
　

谷

口

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸

貫

村
㊞　
　

北

下

砂
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

泉

両

組
㊞　
　

小

新

井

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村
四
組
㊞　
　

前

河

内

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江

綱

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
各
方

【
史
料
三
】）
13
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

廻
状 

平
田
半
十
郎　

㊞

 
 

　
　
　
　

 
 

蚊
斗
谷
村
始　

﹂

　

一
当
月
五
日
蒲
生
九
蔵
代
官
被　

仰
付
候

　

一
当
月
十
九
日

　
　

於
鍼
様
御
引
越
即
日
御
婚
礼
被
仰
合
候
ニ
付
、
諸
事
相
慎
、
火
之
元
別
而

　
　

入
念
可
申
候

　

一
当
未
石
代
浅
草
御
蔵
前
御
張
紙
直
段
米
百
俵
ニ
付
、
三
拾
五
両
江
三
両
増

　
　

都
合
三
拾
八
両
、
両
ニ
米
九
斗
弐
升
壱
合
替
を
以
石
代
被　

仰
付
候

　

右
之
趣
承
知
可
有
之
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
当
村
之
役
所
江
可
相
返
候
、

　

以
上

　
　
　
　

二
月
十
八
日　
　

平
田
半
十
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊

斗

谷

村
㊞　
　

下

銀

谷

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

銀

谷

村
㊞　
　

谷

口

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸

貫

村
㊞　
　

北

下

砂
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

泉

両

組
㊞　
　

久
保
田
村
四
組
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江

綱

村
㊞　
　

前

河

内

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小

新

井

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
各
方

　

本
稿
で
は
史
料
を
掲
載
し
な
い
が
、
新
井︵
侊
︶家
文
書
﹁
管
割
代
官
割
替
覚
﹂︶

14
︵

に
は
、
代
官
の
交
替
を
七
代
当
主
宇
左
衛
門
堯
知
が
記
録
し
て
い
る
。
文
中
に
は
、

山
本
源
八
↓
小
泉
左
助
、
望
月
清
右
衛
門
↓
山
本
源
八
、
広
田
十
郎
太
夫
↓
志
村

宇
右
衛
門
、
志
村
宇
右
衛
門
↓
望
月
清
右
衛
門
、
小
泉
左
助
↓
広
田
十
郎
太
夫
の

よ
う
に
割
替
が
明
確
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
管
掌
地
と
配
下
で
あ
る
手
代

の
名
前
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
き
の
年
貢
割
付
状
の
考
察
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、

代
官
の
配
置
は
極
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
た
め
、
村
方
で
も
文
書
に
し
て
把
握
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

次
に
佐
倉
藩
が
久
保
田
村
に
対
し
て
臨
時
的
に
徴
収
し
た
課
役
に
つ
い
て
、
代

官
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
か
を
み
て
い
く
。
︻
史
料
四
︼・︻
史
料
五
︼
は
、

佐
倉
藩
の
江
戸
上
屋
敷
類
焼
に
係
る
普
請
金
の
上
納
に
つ
い
て
村
々
に
命
じ
た
文

書
で
あ
る
。

【
史
料
四
】）
15
（
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一
一

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察
︵
髙
木
︶

　
　
　
　
　

覚

　
　

一
金
弐
拾
両
弐
分
也

　
　

 
右
者
去
春
中
江
戸
御
上
屋
敷
御
類
焼
ニ
付
此
度
御
普
請
被
遊
候
ニ
付
、
被
仰
付

候
御
用
金
高
百
石
ニ

付
三
両
宛
之
割
合
ヲ
以
納
高
之
内
半
金
上
納
請
取
候
、

以
上

　
　
　
　

巳
三
月
十
日　
　
　
　
　
　

冨

岡

儀

助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
組
名
主
方

【
史
料
五
】）
16
（

　
　
　
　
　

覚

　
　
　

高
銭
四
拾
四
貫
八
百
文
之
内

　
　

一
金
六
両
也

　
　

 

右
者

江
戸
御
上
屋
敷
御
普
請
仕
、
手
伝
人
足
平
均
割
合
賃
銭
之
内
不
残
上
納

受
取
候
、
以
上

　
　
　

午
十
一
月
七
日　
　
　
　
　
　

佐
久
間
権
太
夫　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
方

　

そ
の
他
に
も
日
光
の
手
伝
御
用
金︶

17
︵

や
夫
食
拝
借
金
の
徴
収
な
ど
は
代
官
の
役
割

で
あ
り
、
文
書
が
い
く
つ
か
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、︻
史
料
六
︼・︻
史
料
七
︼
は
、

大
検
見
に
際
し
て
役
人
廻
村
の
日
程
や
人
数
な
ど
を
具
体
的
に
伝
え
て
、
そ
の
賄

い
を
村
々
に
命
じ
て
い
る
。

【
史
料
六
】）
18
（

　
　
　
　
　

覚

　
　

一
米
五
升
弐
合
五
勺　
　

田
中
紋
太
夫
上
下
六
人
手
代
窪
田
庄
九
郎
〆

　
　
　
　

人
数
拾
四
人　
　
　

七
人
十
月
十
七
日
夕
よ
り
同
十
八
日
朝
迄
弐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

賄
但
壱
賄
壱
人
ニ
付
三
合
七
勺
五
才

　
　

右
者
為
大
検
見
廻
村
之
節
賄
書
面
之
通
申
付
候
、
以
上

　
　
　
　
子
十
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
田
庄
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
中

【
史
料
七
】）
19
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

久
保
田
宇
左
衛
門
様 

　

今
泉
村
仲
右
衛
門　

﹂

　
　
　
　
　

覚

　
　

去
丑
十
月
五
日
昼
よ
り
同
七
日
朝
迄
上
下
五
人
御
賄

　
　

但
御
壱
人　

三
合
七
勺
五
才

　
　

一
此
米
一
斗
一
升
弐
合
五
勺

　
　
　
　

御
代
官

　
　
　
　
　
　

広
田
十
郎
太
夫
様

　
　
　
　

御
手
代

　
　
　
　
　
　

稲
村
瀬
右
衛
門
様

　
　

右
御
方
様
私
方
へ
御
泊
り
被
遊
候
ニ
付
、
書
面
之
通
御
用
之
由
今
日
遣
申
候

　
　

間
、
御
請
取
可
被
下
候
、
尤
小
扶
持
方
手
形
無
之
候
間
、
仍
而
御
心
得
可
被

　
　

下
候
、
以
上

　

代
官
の
職
務
は
、
徴
税
を
中
心
と
す
る
民
政
一
般
だ
け
で
は
な
く
、
村
の
治
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一
二

文
書
館
紀
要
第
二
十
四
号
︵
二
〇
一
一
・
三
︶

安
・
警
察
に
関
わ
る
も
の
が
あ
る
。
︻
史
料
八
︼
は
、
足
軽
佐
藤
宗
蔵
と
い
う
欠

落
人
を
見
つ
け
次
第
、
役
所
へ
訴
え
出
る
よ
う
に
促
す
文
書
で
、
代
官
水
飼
五
郎

八
が
伝
達
し
て
い
る
。
ま
た
、︻
史
料
九
︼
は
久
保
田
村
新
田
の
市
五
郎
が
他
領
で

あ
る
須
野
子
新
田
の
娘
を
誘
引
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
差
し
戻
す
よ
う
に
懸
け
合

っ
た
も
の
の
等
閑
に
さ
れ
た
一
件
で
、
取
調
べ
を
す
る
よ
う
に
伊
奈
半
左
衛
門
役

所
か
ら
要
請
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。

【
史
料
八
】）
20
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

廻
状　
　
　

水
飼
五
郎
八

 
 

 

　
　
　
　

蚊
斗
谷
村
始　

﹂

　

 

足
軽
佐
藤
宗
蔵
と
申
者
壱
月
十
六
日
致
欠
落
候
始
末
不
届
ニ

付
三
御
奉
行
江

御

届
之
上
、
尋
被　

仰
付
候
、
依
之
於
御
領
内
見
掛
候
ハ
ヽ
召
捕
可
訴
出
候
、
他

領
ニ
お
ゐ
て
見
掛
候
ハ
ヽ
役
所
江
可
訴
出
候
、
右
之
趣
村
中
寺
社
門
前
迄
不
洩

様
可
為
得
心
候
、
此
廻
状
早
々
順
達
可
致
候
、
以
上

　
　
　
　

九
月
廿
四
日　
　
　
　

水
飼
五
郎
八　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

蚊

斗

谷

村

　
　
　
　
　
　
　
　

下

銀

谷

村

　
　
　
　
　
　
　
　

上

銀

谷

村

　
　
　
　
　
　
　
　

谷

口

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

丸

貫

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

北

下

砂
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

今

泉

両

組
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村
四
組

　
　
　
　
　
　
　
　

江

綱

村

　
　
　
　
　
　
　
　

前

河

内

村

　
　
　
　
　
　
　
　

小

新

井

村
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
村
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
主
方

【
史
料
九
】）
21
（

　
﹁︵
包
紙
︶

　

差
紙　
　

日

野

休

七　

㊞

　
　
　

武
州
横
見
郡
久
保
田
村
休
太
夫
方　

﹂

　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
太
夫
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鍋

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
五
郎

　

 

右
名
前
之
者
村
方
ニ

有
之
候
哉
、
早
々
相
糺
飛
脚
同
道
ニ

て
無
遅
滞
罷
出
、
右

之
義
可
申
達
候
、
以
上

　
　
　

八
月
十
九
日　
　
　

日

野

休

七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

休
太
夫
方

　

 

右
者

伊
奈
半
左
衛
門
様
御
代
官
所
横
見
郡
須
野
子
新
田
百
姓
新
右
衛
門
娘
と
ら
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一
三

横
見
郡
久
保
田
村
に
み
る
佐
倉
藩
飛
地
領
の
基
礎
的
考
察
︵
髙
木
︶

を
久
保
田
村
新
田
市
五
郎
当
七
月
十
八
日
誘
引
出
候
ニ

付
、
市
五
郎

同
人
組

合
之
者
江
差
戻
候
様
懸
合
候
得
共
等
閑
ニ
い
た
し
置
候
由
、
右
一
件
ニ
付
右
名
前

之
者
共
当
御
領
分
之
者
ニ

有
之
哉
、
相
糺
呉
候
様
半
左
衛
門
様
御
役
所
よ
り
申

来
候
間
申
遣
候
、
尚
又
村
役
人
印
形
持
参
可
致
候

　

お
わ
り
に

　

新
井︵
侊
︶家
文
書
は
、
武
蔵
国
横
見
郡
久
保
田
村
に
関
す
る
史
料
は
勿
論
、
下

総
国
佐
倉
藩
の
藩
政
に
関
係
す
る
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
佐
倉
藩
領
の
研

究
は
、
先
述
の
通
り
木
村
礎
氏
に
よ
り
出
羽
国
山
形
領
等
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て

き
た
が
、︶

22
︵

久
保
田
村
の
よ
う
な
武
蔵
国
の
飛
地
領
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
恒
常
的
な
年
貢
収
取
の
体
制
や
そ
れ
に
関
わ
る
代
官
の
役
割
な
ど

を
中
心
に
取
り
上
げ
、﹁
武
州
手
合
﹂
の
追
究
を
試
み
た
。
考
察
の
材
料
と
し
て
は
、

年
貢
割
付
状
を
基
に
︻
表
１
︼
を
作
成
し
、
久
保
田
村
と
関
わ
り
の
あ
る
藩
の
役

人
を
抽
出
し
た
。
今
後
、﹁
佐
倉
藩
年
寄
部
屋
日
記
﹂︶

23
︵

や
﹁
佐
倉
藩
紀
氏
雑
録
﹂︶

24
︵

、

﹁
保
受
録　

徒
以
下
末
々
迄
﹂︶

25
︵

な
ど
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
情
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
こ
ま
で
に
至
ら
ず
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

︻
表
１
︼
で
わ
か
る
よ
う
に
、
佐
倉
藩
の
飛
地
領
に
お
け
る
年
貢
収
取
の
体
制

は
、
幕
府
領
と
は
異
な
り
、
郡
奉
行
・
勘
定
頭
・
代
官
が
複
数
人
で
管
掌
し
た
こ

と
が
改
め
て
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
武
蔵
国
久
保
田
村
を
担
当
し
て
い
た
藩
の
役

人
は
、
城
附
領
や
出
羽
国
山
形
領
な
ど
を
兼
任
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

年
々
流
動
的
に
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
藩

の
代
官
は
﹁
一
定
の
与
え
ら
れ
た
管
掌
地
の
な
か
で
自
己
の
責
任
に
お
い
て
民
政

を
施
行
し
て
い
く
よ
う
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
﹂
と
い
う
木
村
氏
の
評
価
を
裏
付

け
る
も
の
と
な
り
え
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
久
保
田
村
本
田
の
年
貢
割
付
状
を
編
年
順
に
並
べ
て
数
量
的
考
察
を
行

い
、
幕
府
か
ら
藩
へ
の
年
貢
収
取
体
制
変
遷
の
実
情
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
久
保
田
村
で
は
、
支
配
体
制
の
変
容
が
年
貢
収
取
体
制
に
影
響
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

佐
倉
藩
の
代
官
に
よ
る
命
令
伝
達
と
臨
時
的
な
課
役
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
史

料
を
紹
介
す
る
に
止
ま
っ
た
が
、
幕
府
代
官
同
様
に
藩
の
代
官
の
職
務
が
多
岐
に

わ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
年
貢
皆
済
目
録

や
廻
状
の
分
析
を
通
し
て
、
個
別
に
代
官
の
役
割
・
業
績
を
明
確
に
し
、
佐
倉
藩

の
飛
地
領
支
配
に
つ
い
て
考
察
を
深
化
さ
せ
た
い
。

　
註︵

１ 

︶
木
村
礎
﹁
堀
田
佐
倉
藩
の
家
臣
団
と
藩
領
﹂
︵﹃
藩
領
と
大
名
﹄
所
収
、
名
著
出
版
、

一
九
九
七
︶、﹃
藩
史
大
事
典
﹄
第
二
巻
関
東
編
︵
雄
山
閣
、
一
九
八
九
︶

︵
２
︶
﹁
藩
領
村
々
取
締
手
合
分
﹂
︵﹃
佐
倉
市
史
﹄
巻
一
所
収
、
佐
倉
市
、
一
九
七
一
︶

︵
３
︶
前
掲
論
文
︵
１
︶

︵
４ 
︶
﹁
正
亮
公
御
代
分
限
帳
﹂
︵﹃
千
葉
県
史
料
近
世
篇　

佐
倉
藩
紀
氏
雑
録
﹄
所
収
、

千
葉
県
、
一
九
八
四
︶

︵
５
︶
前
掲
論
文
︵
１
︶
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一
四

文
書
館
紀
要
第
二
十
四
号
︵
二
〇
一
一
・
三
︶

︵
６
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
八
二
九
三

︵
７ 

︶
天
保
七
年
一
月
、﹁
申
御
年
貢
可
納
免
定
﹂
︵﹃
佐
倉
市
史
﹄
巻
一
所
収
、
佐
倉
市
、

一
九
七
一
︶

︵
８
︶
役
人
名
は
署
名
捺
印
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
後
ほ
ど
地
位
が
高
い
。

︵
９
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

四
九
五
五
、  

四
九
七
一

︵
10
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

七
七
五
六

︵
11
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
六
三
三
六

︵
12
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
九
七
一
七

︵
13
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
七
三
七
五

︵
14
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

七
六
三
五

︵
15
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
〇
二
九
一

︵
16
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
〇
二
九
二

︵
17
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
五
五
六
一

︵
18
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
八
七
八
五

︵
19
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

八
〇
一
七
︱
二

︵
20
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
六
三
三
七

︵
21
︶
新
井︵
侊
︶家
文
書　

一
七
二
五
九

︵
22 

︶
木
村
礎
・
杉
本
敏
夫
編
﹃
譜
代
藩
政
の
展
開
と
明
治
維
新
︱
下
総
佐
倉
藩
︱
﹄
︵
文

雅
堂
銀
行
研
究
社
、
一
九
六
三
︶

︵
23
︶﹃
千
葉
県
史
料
近
世
篇　

佐
倉
藩
年
寄
部
屋
日
記
︵
一
︶﹄
︵
千
葉
県
、
一
九
八
一
︶

︵
24
︶﹃
千
葉
県
史
料
近
世
篇　

佐
倉
藩
紀
氏
雑
録
﹄
︵
千
葉
県
、
一
九
八
四
︶

︵
25
︶
佐
倉
市
史
料
叢
書
﹃
保
受
録　

徒
以
下
末
々
迄
﹄
︵
佐
倉
市
、
二
〇
〇
三
︶
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